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① y切片2、傾き1より、 2y x   

② y切片 2 、傾き
1
2
より、

1
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2
y x   

③ y切片4、傾き 2 より、 2 4y x    

④ y切片0 、傾き
3
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 より、
3
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(1) AB の傾きは


 


5 1 4
2

4 2 2
なので、 

 
グラフの y切片を bとおくと、直線 AB は 

 2y x b  ························ ① 
のグラフです。 
このグラフが点 A (2,1) を通ることから、

①に 2, 1x y  を代入して、 
 1 2 2 b  ∴    1 4 3b  

よって、式は  2 3y x です。 

(2) AB の傾きは
  

  


2 4 6
3

3 1 2
なので、 

 
グラフの y切片を bとおくと、直線 AB は 

  3y x b  ····················· ① 
のグラフです。 
このグラフが点 A (1, 4)を通ることから、

①に 1, 4x y  を代入して、 
  4 3 1 b  ∴ 4 3 7b     

よって、式は   3 7y x です。 

(3) AB の傾きは
  

  
 
3 1 4 1

5 ( 3) 8 2
なので、 

 
グラフの y切片を bとおくと、直線 AB は 

  
1
2

y x b  ···················· ① 

のグラフです。 
このグラフが点A ( 3,1) を通ることから、

①に 3, 1x y   を代入して、 

(
1

1 3
2

) b    ∴
3 1

1
2 2

b      

よって、式は   
1 1
2 2

y x です。 

(4) AB の傾きは
 

 
  
1 ( 5) 6

2
1 ( 4) 3

なので、 

 
グラフの y切片を bとおくと、直線 AB は 

 2y x b  ························ ① 
のグラフである。 
このグラフが点A ( 1,1) を通ることから、

①に 1, 1x y   を代入して、 
   2 (1 1) b  ∴   1 2 3b  

よって、式は  2 3y x です。 

 

y

x2 424

2

4

O

6

A

B
3

6

y

x224

2

4

O

2

A

B

2

6

4

A

y

x2 424

2

4

O
2

4

B

y

x

2 424

2

4

O

2

A

B

4

8



y

x

31

O

11

60
7

28

A

l
B

R

P

Q
C

Ｈ４.４ 
7

3
4

y x   ①  

のグラフが下図の直線 lである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) lの y切片は 3 なので、A (0, 3)  

 
B は l上の点で、 x座標が 28 なので、 
y座標は、①に 28x   を代入して、 

( 28) 3
7
4

49 3 52y         

よって、B ( 28, 52)  

C は l上の点で、 x座標が
60
7

なので、 

y座標は、①に
60
7

x  を代入して、 
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(2) P は l上の点で、 y座標が 31です。 
この点の x 座標は、①に 31y  を代入し

て、 
7

31 3
4
x    

となる xなので、この方程式を解いて 
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よって、P ( 16, 31)  

 
Q は l上の点で、 y座標が 11 です。 
この点の x座標は、①に 11y   を代入し

て、 
7

11 3
4
x     

となる xなので、この方程式を解いて 
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よって、Q (8, 11)  

R は l上の点で、 y座標が 0 です。 
この点の x座標は、①に 0y  を代入して、 
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となる xなので、この方程式を解いて 
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よって、R
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(1) lの y切片は 12 で、 A(0,12)  

x軸との交点 B は、 l上で y座標が 0 
になる点なので、 x座標は 
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よって、B( 4, 0)  

 
△ABC は 

BC 1 ( 4) 1 4 5       
を底辺とすると、高さが 

AO 12  
となります。よって、△ABC の面積は 

1
BC AO 5 12 30

2
1
2
       

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2) △BCD の面積は 75 なので、BC を底辺と

したときの点 D の高さを hとおくと、 
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h    

が成り立ちます。これを解いて 

7
2

5 5
1

h    ∴
2

75 30
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よって、D としてありうるのは l上で 
y座標 30 の点と、 30 の点の 2 つです。 

 
y座標が 30 となる方は、 x座標が 
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なので、 (6, 30) です。 
y座標が 30 となる方は、 x座標が 
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なので、 ( 14, 30)  です。 
よって、D の座標としてありうるのは、 

(6, 30), ( 14, 30)   

です。 
 
 
 
 

y

O x

30

30

C

A
B

D

D

l
y

4

12
A

O

x

1
5

12

C
B

l


